
下のグラフは、美容師・理容師の方に職業上使用する製品に含まれる、アレルギー性接触皮膚炎の原因
となる成分をパッチテスト（48時間塗布による経過観察）を行った結果、陽性率を表したものです。 
酸化染毛剤の他パーマ剤等もテストされています。
やはり酸化染毛剤が最も刺激が高く、中でもパラフェニレンジアミンは飛び抜けて多くの方が陽性反応
を示しています。

製品ジャンル
酸化染毛剤（第1剤）
パーマ液（第1剤）
シャンプー
ヘアマニキュア
パーマ液（第2剤）
スタイリング剤
トリートメント
染毛補助剤（第2剤）
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独立行政法人労働者健康安全機構資料より　　
職業性皮膚障害に対する職業作業環境管理
　　の進め方に関するガイドライン作成
　　－理・美容業界をフィールドとしてー
　　　(n=63、検査対象アレルゲン32種）

（参考資料）染毛剤･パーマ剤等に含まれる成分の刺激度

Sai に使用している成分の
「硫酸トルエン-2,5-ジアミン」
はグラフ中のパラトルエン
ジアミンより刺激が少ない
ものになります。

染毛剤の成分
パラフェニレンジアミン
パラアミノフェノール
パラトルエンジアミン
オルトニトロパラフェニレンジアミン
メタアミノフェノール
レゾルシン
ピガロール

(註1）

(註1）パーマ剤等その他成分
コカミドプロピルベタイン
システアミン塩酸塩
過硫酸アンモニウム
香料ミックス
ハイドロキノン
ホルムアルデヒト
チオグリコール酸アンモニウム
チオグリコール酸グリセロール
ペルーバルサム
クロロクレゾール
過酸化水素水
モノエタノールアミン

製品ジャンルとして酸化染毛
剤が最も刺激が高く、中でも
パラフェニレンジアミンはダ
ントツ1位で10人中 7. 5人も
の方が陽性反応を示します。
このパラフェニレンジアミン
を使用しないだけでかぶれる
確率がグンと減ることがわか
ります。
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→シャンプーの界面活性剤
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→脱色剤・美白成分
→防腐剤

→香料

→香料
→殺菌剤

→パーマ液
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→脱色剤
→アルカリ剤

→Sai に使用している成分


